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開催主旨 

時代とともに保育も変わる 

～変えるべきものと変えてはならないものをもう一度確認する～ 

 

 平成から令和へと新時代の幕開けが告げられた。新たな元号を迎えた令和元年、我々保

育界も転換期を迎えている。平成 27 年に施行された子ども・子育て関連法により、大き

く変わった保育制度の見直しを次年度に控え、本年 10 月から三歳以上児の幼児教育・保

育の無償化が予定されるなど目まぐるしい変化が起こっている。既に、我が国の社会保障

政策は、社会環境、経済状況も大きく様変わりする中、各分野別の対応から「地域共生社

会」実現へ向けて包括的支援体制構築へと舵が切られ、地方自治体を中心として、それぞ

れの法人・施設でどのような対応ができるか、自ら決定した理念のもと行動することが求

められている。 

 このような状況のもと、保護者の価値観・家庭環境の多様化から、家庭に対するアプロ

ーチも変えていかなければならず、社会から我々保育現場に求められている事柄も変化し

ており、これまでのやり方では対応しきれない場合も多く感じられる。さらには、人材確

保の難しさ、命を守るための防災のあり方、ちょっと気になる児(こ)・困っている児(こ)

への対応等、喫緊の問題も奔出しており、待機児対策が叫ばれ、様々な経営主体が乱立す

る都市部と、人口減社会の中、疲弊する地方との地域格差がますます拡大する状況が見ら

れている。 

 次々と打ち寄せる変化の波にどのように備え、対処しうるか。このような混迷する時ほ

ど基本に立ち返り、何を変えて何を守るかを再確認する必要があるのではないだろうか。

新しい令和の時代を迎えるにあたり、近代の日本の歴史で大きな変換点となった幕末から

明治維新にかけて重要な役割を担ったこの水戸の地で、時代の変化に対応するヒントを得

たい。 

 

●後 援  厚生労働省・茨城県・水戸市・茨城県社会福祉協議会（依頼中） 

●会 場  ホテル レイクビュー水戸 

        茨城県水戸市宮町 1-6-1  （TEL）029-224-2727 

●対 象  保育所（園）、認定こども園等の理事長・所（園）長、保育士、保育教諭、 

        その他の保育関係者 

●参加人員  500 人 

●参 加 費  研修会  20,000 円 

        懇親会  12,000 円（希望者のみ） 
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●日 程 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

●内 容 

【11 月 6 日（水）】 

 ○開会式 

 ○永年勤続保育者表彰式 

 ○行政説明  

 ○基調講演「日本のこれからの保育 ～ こどもたちの未来・わたしたちの未来 ～」 

汐見 稔幸氏（前白梅学園大学・同短期大学学長） 

 ○懇親会（希望者のみ） 

 

【11 月 7 日（木）】 

 ○パネルディスカッション「幼児教育・保育の無償化によって何が変わるか？」 

    本年 10 月から消費税を財源として三歳以上児の幼児教育・保育の原則無償化が

行われる。それに伴って保育現場では何が変わるか。利用者の意識や社会からの眼

差しがどのように変化するかを探りたい。 

     吉田 正幸氏 （株式会社保育システム研究所代表） 

     坂﨑 隆浩氏 （日本保育協会理事・社会福祉法人清隆厚生会理事長・青森県） 

     柿沼平太郎氏 （学校法人柿沼学園理事長・埼玉県） 

     鈴木  功氏 （水戸市教育委員会事務局幼児教育課長） 

 

 ○分科会 

   第１分科会「多様化する社会と求められる法人経営」 

     地域共生社会を目指して体制作りが進む中、基幹となる地方自治体によって対

応しなければならない事柄は千差万別、地域によって大きく異なる。就学前の子

育てを担ってきた我々も、少子高齢化の中、地域を支える側に立っての行動が求

められているのではないだろうか。 

     吉田 正幸氏 （株式会社保育システム研究所代表） 

     古渡 一秀氏 （学校法人まゆみ学園理事長・福島県） 

1日目

（11月6日）

2日目

（11月7日）

3日目

（11月8日）
特別講演 閉会式

休憩受付

活動報告

分科会昼食

基調講演 移動・休憩 懇親会（オプショ ン）

パネルディスカッショ ン

開会式 表彰式 行政説明
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   第２分科会「見直される子ども・子育て支援制度」 

     平成 27 年から施行された現行制度は、一定の成果を上げながらもいくつかの

問題点を指摘されており、見直しの時期を迎えて様々な論議が進んでいる。今後

予想される方向性、変更点は何か。保育団体を代表して、これまで制度の変わり

目で議論に携わってきた二人に話を聞きたい。 

     坂﨑 隆浩氏 （日本保育協会理事・社会福祉法人清隆厚生会理事長・青森県） 

     髙橋 英治氏 （日本保育協会理事・同保育問題検討委員会委員長 

             社会福祉法人虹福祉会理事長・広島県） 

 

   第３分科会「生き残りをかけた施設運営 ～ 認可園としての戦略を考える ～」 

     3 歳以上児の教育・保育の無償化は、設置主体に関わらずほとんどの施設に適

用されることとなった。利用者からみれば経営主体での差が少なくなり、選択肢

が増えることになる。人口減社会の中で、今後も認可園が主体として存在してい

くには何が必要か、何をなすべきなのかを考えたい。 

     猪熊 弘子氏 （ジャーナリスト/名寄市立大学特命教授） 

 

   第４分科会「これからの保育現場 

          ～ 今そこにある危機、今そこにいる困っている児
こ

 ～」 

     現場で直面している問題に対し、二部構成で対応を考える。 

    第一部 防災 

      大きな被害をもたらす災害を経験して、それなりの備えをしたはずの我々だ

ったが、実際に役立ったのは何か、どのような対応が必要なのか。東日本大震

災と北海道胆振東部地震、二度の震災を体験した北海道の現場からの報告をも

とに検証したい。 

      児玉 英一氏 （アルプス認定こども園園長・北海道） 

 

    第二部 特別な配慮が必要な児 

      今やすべての園には特別な配慮が必要な「困っている児」が存在し、保育現

場では対応に苦慮しているが、それぞれの児にも成長の場を提供する使命があ

る我々には、どのような対応が望まれるか。専門家の意見を聞きながら理解を

深めたい。 

      鈴木 直光氏 （筑波こどものこころクリニック院長） 

 

   第５分科会「理念の明確化に基づく人材育成と確保 ～ 園の持続性を高める ～」 

     豊かな人材を確保し育成する第一歩は、園の社会化から始まります。そのため

には、法人の理念を園全体で共有することや具体的な保育のカタチを見える化す

ることが必要です。それらを具体的な事例から皆さんと一緒に考えてみたいと思

います。 

     志賀口大輔 （日本保育協会全国青年部長・静岡県） 

     安里  淳 （ 同 副部長・沖縄県） 

     伊藤  勝 （ 同 副部長・長崎県） 
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   第６分科会「フィールドワーク ～ 茨城の日本三大をめぐるツアー ～」 

         偕楽園 ～ 笠間焼体験 ～ 笠間稲荷 ～ 菊まつり 

     日本三名園のひとつ、偕楽園から、水戸に隣接する日本三大稲荷のひとつ、笠

間稲荷神社をめぐります。 

     水戸徳川家ゆかりの偕楽園を散策し、数々の文化財を堪能していただきます。 

     そして、江戸時代中期、安永年間創始の笠間焼きを体験していただき、第 112

回菊祭りが開催中の、御創建は白雉（はくち）2 年（651 年）とされる、由緒あ

る笠間稲荷神社を訪れます。 

※昼食付き 別途参加費 7,000 円が必要となります。 

【11 月 8 日（金）】 

 ○活動報告 

    杉上 春彦 （日本保育協会常務理事） 

 

 ○特別講演 「水戸徳川家を語る」（仮） 

    徳川 斉正氏 （水戸徳川宗家 15 代当主、公益財団法人徳川ミュージアム理事長） 

 

 ○閉会式 

 

●会場案内図 

  ホテル レイクビュー水戸 

    茨城県水戸市宮町 1-6-1  TEL. 029-224-2727 

    （アクセス） 

     ■ JR 水戸駅南口から徒歩約 3 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11-付録_第540号  Page 6 19/07/26 11:35  v3.51

6

◆ 設定日 ： 年 月 日（火）・６日（水）・７日（木）

◆ 料金条件： お一人様あたりの 泊朝食付、税金サービス料込みの金額です。

◆ 宿泊ホテル一覧

№ ホテル名 部屋タイプ 料金 最寄駅
会場までの

アクセス

① ホテルレイクビュー水戸 シングル ￥ 水戸駅南口から徒歩 分 会場

② テラス・ザ・ガーデン水戸

シングル ￥

水戸駅南口から徒歩 分 徒歩 分

ツイン ￥

③ ダイワロイネットホテル水戸 シングル ￥ 水戸駅南口から徒歩 分 徒歩 分

④ プレジデントホテル水戸 シングル ￥ 水戸駅南口から徒歩 分 徒歩 ～ 分

⑤ スマイルホテル水戸 シングル ￥ 水戸駅南口から徒歩 分 徒歩 分

⑥ アパホテル水戸駅前 シングル ￥ 水戸駅南口から徒歩 分 徒歩 ～ 分

⑦ 東横イン水戸駅南口 シングル ￥ 水戸駅南口から徒歩 分 徒歩 ～ 分

⑧ ＪＲ東日本ホテルメッツ水戸

シングル ￥

水戸駅北口から徒歩 分 徒歩 ～ 分

ツイン ￥

⑨ 水戸京成ホテル シングル ￥ 水戸駅北口から徒歩 分 徒歩 ～ 分

⑩ みまつホテル シングル ￥ 水戸駅北口から徒歩５分 徒歩 ～ 分

※上記宿泊代金には朝食が含まれておりますが、ホテルにより軽食対応となりますので予めご了承ください。

※禁煙・喫煙についてはご希望をお受けいたしますが、ご希望に添えない場合もございます。

※ツインまたはダブルのシングルユースをご希望の場合は、別途お問い合わせください。

★会場ホテル（ホテルレイクビュー水戸）

茨城県水戸市宮町１－６－１ ＴＥＬ：０２９－２２４－２７２７

１．宿泊のご案内
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⚫ 水戸駅南口側

⚫ 水戸駅北口側

２．宿泊ホテル配置図

東横イン水戸駅南口

ﾃﾗｽｻﾞｶﾞー ﾃﾞﾝ水戸

水戸京成ホテル
みまつホテル

ホテルメッツ水戸

アパホテル水戸駅前

スマイルホテル水戸

レイクビュー水戸

ﾀﾞｲﾜﾛｲﾈｯﾄﾎﾃﾙ水戸
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○大会当日に懇親会を開催いたします。

日 程 月 日（水） 夕食

料 金 円（税込）

場 所 ホテルレイクビュー水戸 ２階「飛天の間」（予定）

○ご希望の方は、予約申込書にご記入の上、ファックスでお申込み下さい。

○大会 日目にお弁当をご用意いたします。

日 程 月 日（木） 昼食

料 金 円（税込、お茶付き）

○お弁当につきましては、旅行契約に該当いたしません。

○ご希望の方は、予約申込書にご記入の上、ファックスでお申込み下さい。

○全国各地から大会に参加された皆様に大会３日目の午後および大会終了後翌日に、水戸市近郊の魅力ある観光地を

訪ねて頂く観光プランを設定しました。

○ご希望の方は、予約申込書ご記入の上、ファックスでお申込み下さい。

○各プランともに最少催行人員に満たない場合は、中止とさせて頂きます。

○行程は道路状況や各施設の混雑状況によって、時間が変更になる場合がございます。行程終了後の航空券を予約さ

れる場合は、時間に十分余裕を持ってご手配下さい。

①那珂湊おさかな市場と国営ひたち海浜公園散策

日 程 月８日金 【大会終了後】

料 金 円

※ 定員 名（最少催行人員 名）

※ 添乗員は同行いたしません

．懇親会のご案内

．観光オプショナルプランのご案内

ホテル

レイクビュー水戸

４ 発

那珂湊

おさかな市場

～

水戸駅

頃着

■料金に含まれるもの

・貸切バス代

・観光費

■料金に含まれないもの

・食事代

国営ひたち海浜公園

～

．昼食お弁当のご案内
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②めんたいパーク大洗とマリンタワー見学

日 程 月８日金 【大会終了後】

料 金 円

※ 定員 名（最少催行人員 名）

※ 添乗員が同行いたします

○別紙所定の申込書に必要事項をご記入の上、ファックスまたは郵送にてお申込ください。尚お申込みは、お申込み

受付順とし、申込書到着後 日以内に受領確認書をファックスにてお送りします。

お申込み後、 日を過ぎても当社からの書面が届かない場合は、お手数ですが下記お問合せ先までご連絡を下さい

ますよう、よろしくお願い致します。

○お申込締切日は、 年 月 日（金）です。

○ご予約を頂きました方には、最終案内（「請求明細書」、「参加券」、「懇親会参加券」等）を送付させていただきます。

ご出発前にご確認の上、ご利用日当日受付・ホテルフロントにてご掲示下さい。

※ 宿泊の予約はお申込み順となります。ご希望のホテル、部屋タイプが満室の場合、同等クラスのホテルで調整させ

ていただく場合がございます。

※ 前後泊をご希望の場合、お手数ですが申込書の備考欄にご記入ください。

○宿泊の変更・取消について

変更及び取消される場合は、お早めにＦＡＸまたは郵送にてご連絡ください。お取消の場合、下記の取消料が発生

しますので、ご注意をお願いいたします。

取消日 ７日前まで ６日前から ご宿泊当日 旅行開始後及び無連絡

取消料 無料 宿泊代の ％ 宿泊代の ％ 宿泊代の ％

○オプショナルプランの変更・取消について

変更及び取消される場合は、お早めにＦＡＸまたは郵送にてご連絡ください。お取消の場合、下記の取消料が発生

しますので、ご注意をお願いいたします。

また、プランによって取消料規定が異なりますのでご注意くださいませ。

【観光オプショナルプランの場合】

取消日
旅行出発

日前まで

日前～

日前まで

日前～

日前から
旅行出発前日 旅行出発当日

旅行開始後及び

無連絡

取消料 無料 代金の ％ 代金の ％ 代金の ％ 代金の ％ 代金の ％

．各種お申し込みについて

．変更・取消について

めんたいパーク大洗

マリンタワー

～

■料金に含まれるもの

・貸切バス代

・観光費

■料金に含まれないもの

・食事代

ホテル

レイクビュー水戸

４ 発

水戸駅

頃着
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旅行条件要約

※お申込の際には、必ず旅行条件をご確認頂いた上でお申込みください。

■募集型企画旅行契約

この旅行は、名鉄観光サービス㈱（以下「当社」といいます。）が旅行を企画して実施するものであり、お客様は、当社

と募集型旅行契約（以下「旅行契約」といいます。）を締結することになります。旅行契約の内容・条件は下記によるほ

か別途お渡しする旅行条件書、出発前にお渡しする確定書面（最終日程表）および当社旅行業約款主催旅行契約の部に

よります。

■旅行契約の申込・旅行契約成立

当社所定の申込書にご記入いただきお申込みください。電話、郵便、ＦＡＸ等により予約いただいた場合は、当社が旅

行契約の締結を承諾したときに契約が成立します。

■取消料等

契約成立後、お客様の都合により契約を解除される場合は旅行代金に対してお１人様につき規定の料率の取消料をお支

払いただくことにより旅行契約を解除できます。

■基準日 この旅行は 年 月 日現在の運賃・料金を基準にとしております。

■個人情報の取扱いについて

当社は申込書に記載された個人情報の利用目的について、お客様との連絡のために利用するほか旅行において運送・宿

泊期間等の提供するサービスの手配およびこれらのサービス受領手続き、または当社の契約上の責任、事故時の費用な

どを担保する保険手続きに必要な範囲内で利用します。そのほかの当社の個人情報取り扱いに関する方針については「旅

行条件書」および当社ホームページ をご参照ください。

【お申込み・お問合せ】

名鉄観光サービス株式会社 水戸支店

「 年度全国理事長・所長研修会」係 〔担当：徳田、一澤〕

〒 茨城県水戸市泉町２－２－３３ 水戸泉町ビル３階

： ：

営業時間 ～ 、 ～ （土日祝休み）

◆ この宿泊・見学会のご案内は、名鉄観光サービス株式会社が企画・実施するものであり、記載されている条件の

ほか、上記条件および当社旅行業約款（募集型企画旅行の部）によります。

◆ 企画・実施 名鉄観光サービス株式会社 水戸支店

社日本旅行業協会正会員 旅行業公正取引協議会会員 観光庁長官登録旅行業第 号
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11

昼
食

観
光

弁
当

オ
プ
シ
ョ
ン

1
1
月
7
日

1
1
月
8
日

¥
2
,0
0
0

¥
2
,5
0
0

★
空

欄
に
必

要
事

項
を
ご
記

入
の

う
え
、
９
月

２
７
日

（
金

）
ま
で
に
お
申
込
み
下

さ
い
。

★
お
申

込
み

は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

郵
送

に
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
必

ず
申
込

書
の

控
え
（
コ
ピ
ー
）
を
お
取

り
く
だ
さ
い
。

★
５
名

様
以

上
の

お
申

込
み

の
場

合
は

、
申

込
書

を
コ
ピ
ー
し
て
頂
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
変

更
・
取

消
の

場
合

は
、
申

込
書

面
を
修

正
の

う
え
、
必

ず
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
（
電
話

で
は
お
受

け
出
来

ま
せ
ん
）

※
1
第

６
分

科
会

（
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
）
ご
参

加
の

場
合

、
研

修
会

参
加

費
と
は

別
に
￥

７
，
０
０
０
費

用
が

掛
か

り
ま
す
。

※
2
ホ
テ
ル

申
込

み
希

望
の

方
は

、
要

領
の

宿
泊

の
ご
案

内
を
参
考
に
お
申
込

み
下

さ
い
。
（
禁

煙
・
喫
煙

の
ご
希

望
を
お
受

け
し
ま
す
が
、
ご
希

望
に
添

え
な
い
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。

※
3
「
個

人
合

計
金

額
」
欄

は
、
第

１
希

望
の

ホ
テ
ル

宿
泊

代
金

で
計

上
し
て
下
さ
い
。

　
受

付
番

号
：
　
　
　
　
　
　

②
②

②

禁
煙

喫
煙

個
人

合
計

金
額

　
　
※

3

円 円 円 円 円

3

第
2
希
望

第
３

分
科

会

¥
2
0
,0
0
0

¥
1
2
,0
0
0

男 女

1

施
設

名

電
話

番
号

2

保
育
所

（
園

）
　
・
　
認
定

こ
ど
も
園
　
・
　
そ
の
他

（
○

印
の

こ
と
）

年
齢

氏
　
　
　
　
名

住
　
　
所

(資
料

送
付

先
)

め
い
て
つ
　
た
ろ
う

男 女

N
O

男 女

1
1
月
5
日

1
1
月
6
日

円

例

男 女

禁
煙

喫
煙

4

受
付

日
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
日

禁
煙

喫
煙

①

性
別

①

③
③

第
3
希
望

職
名

≪
申
込
書
送
付
先
・
お
問
い
合
わ
せ
≫

担
当

：
徳

田
、
一

澤

令
和
元
年
度
　
全
国
理
事
長
・
所
長
研
修
会

参
加
、
懇
親
会
、
分
科
会
、
昼
食
弁
当
、
宿
泊
等
申
込
書

参
加

費

Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号

禁
煙

・
喫

煙
希

望
1
1
月
7
日

送
付
先
（
名
鉄
観
光
水
戸
支
店
）

F
A
X
：
0
2
9
-
2
2
1
-
4
5
1
0

申
込

担
当

者

同
室

者
氏

名
（
ﾂ
ｲ
ﾝ
の

場
合

）
第
1
希
望

ふ
り
が
な
（
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

① ③

ご
宿

泊
　
※

2
（
上
段
：
第
１
希
望
、
中
段
：
第
２
希
望
、
下
段
：
第
２
希
望
）

合
計

上
記

、
お
申

込
み

を
受

領
い
た
し
ま
し
た

禁
煙

喫
煙

　※
□
内
に
チ
ェッ
ク
して

下
さ
い
。

　□
　新

規
申
込
み

　□
　申

込
内
容
　変

更
　□

　申
込
み
取
消

○
5
5

理
事

長
○

○
禁

煙

喫
煙

〒
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　

懇
親

会
分

科
会

（
1
1
/
7
）
　
※

1

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
　
水
戸
支
店

名
鉄
　
太
郎

第
１

分
科

会
第

６
分

科
会

○
男 女

〒
3
1
0
-
0
0
2
6
　
水
戸
市
泉
町
2
-
2
-
3
3
水
戸
泉
町
ビ
ル

T
E
L
：
0
2
9
-
2
2
1
-
4
5
2
8
　
　
F
A
X
：
0
2
9
-
2
2
1
-
4
5
1
0
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